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交流会運営について �
本会は例年 8，9 回行われ、昨年度は前期に 3 回、後期

に5回の交流会が開催されました。各会はポスター発表と
口頭発表の2セッションを併せて約2時間の形式で行われ
ました。発表件数はポスター発表が12件程度、口頭発表
が3件です。発表者は教育院生が中心ではありますが、1，
2件は学際科学フロンティア研究所の若手研究者に発表い
ただくことで、学際研究の最前線に教育院生が触れる機会
を設けています。

ポスター発表 �
一昨年度から昨年度前期にかけては前後半30分ずつの

コアタイムを設けて発表する形式を採用していました。し
かしながら参加者の増加に伴い、発表あたりの聴講者が多
く深い議論を行うことができないという意見が挙がりま
した。そこで、昨年度後期からは前後半に分けず50分間
のコアタイムと10分間の議論の時間を設けることとしま
した。発表時間は変わらず、多くの発表を聴講できるよう
になったため、参加者からは好評いただいています。

口頭発表 �
一昨年度と引き続き、各発表あたり質疑含め20分間の

発表時間を設けました。発表者はD2を中心に選出しまし
た。また発表をより良くするため、當真先生をはじめとし
て学際科学フロンティア研究所の教員の皆様のご協力の
もと、発表者が事前に発表資料に関するコメントを得られ
るようにしています。ご協力いただいた教員の皆様にはこ
の場を借りて御礼申し上げます。

質疑応答 �
本会では、口頭発表時の意見交換の時間が不十分である

こと、聴講者間の交流が不十分であることが課題として挙
げられていました。そこで昨年度から導入したのが slido 
と呼ばれる勉強会や会議における質疑応答に特化したクラ
ウドサービスです。 slido の導入によって、これまでコメ
ントペーパーに記入していただいていた発表への意見をブ
ラウザ上でリアルタイムに確認できるようになりました。
さらに、発表時に提出いただく「発表者が求めるアドバイ
ス」を聴講者から効率的に収集できるようになりました。
また、口頭発表で集められた質問は後日発表者の方に回答
書を作成していただき、教育院生に配布しています。

学際交流について �
昨年度の交流会は一昨年度と同様、多くの参加者に恵まれ

ました。ポスターセッションでは、発表時間後にも議論を続
けている様子が多く見られ、口頭発表でも質問が絶えず、活
発な議論が行われていました。議論の内容に関して印象に残
っている点を挙げるとすると、多分野に通底する課題やアプ
ローチがあるということです。一見大きく異なる研究におい
ても多くの共通部分が存在する、その実感を通して俯瞰的な
視座を有することができれば、学際研究を進めていく上で大
きな武器になるのではないでしょうか。また、昨年度の交流
会で活発な議論が多く行われたのは皆様の素晴らしい発表が
あってこそのものであると思います。昨年度すべての口頭発
表を拝聴させていただきましたが、どの分野の研究発表も非
常に楽しませていただきました。研究内容はもちろん発表方
法に関しても非常に勉強になりました。質の高い発表を多く
経験することができることも本交流会の魅力だと思います。 

本年度以降の交流会に向けて �
さて、本年度は教育院生の定員が削減されることもあい

まって、活発な議論を続けるためには多くの工夫が必要で
あると考えられます。後期の運営に携わった身として意見
を述べるとすれば、発表者のみならず聴講者を含めたすべ
ての参加者が“楽しい”と思える交流会づくりが重要であ
ると思います。 議論のために発表時間を延長することは
容易ではありますが、参加のハードルが上がってしまいま
す。限られた時間の中で濃密な議論と交流をいかに実現す
るか。今後の交流会運営に期待しています。

最後になりますが、全領域合同研究交流会のさらなる発
展をお祈りするとともに、昨年度交流会の運営にご協力い
ただいた皆様に御礼申し上げます。

DIAREの教育院生とFRISの若手教員は平成26年以来、
「全領域合同研究交流会」（以下「交流会」と呼ぶ）で定
期的に集まり、分野を問わず様々なテーマについてセミ
ナー発表や討論を実施してきています。若手研究者によ
るこのような集まりは、全国的に見てもユニークなもの
です。そこで交流会が始まってまもなく、DIAREシニア
メンターの勧めもあり、その内容を書籍に再録しようと
いう計画が立ち上がりました。当時FRISに所属していた
青木英恵氏（FRIS）、有松唯氏（広島大学）、井上千穂氏

（FRIS技術職員）、津村耕司氏（東京都市大学）、藤村維子
氏（山形大学）、及び當真賢二（FRIS)は、「東北大学学際
科学フロンティア研究所『百科繚覧』編集委員会」を構
成しました。そして交流会の発表者から12名選んで、論
考を執筆してもらい、それらをまとめた書籍『百科繚覧 
〜若手研究者が挑む学際フロンティア〜』を約4年かけて
完成させました。

本書タイトル『百科繚覧』は、色々な方向に発展してい
く沢山の学問分野を一覧する、という意味を込めた造語で
す。Vol.1はFRIS助教3名による天文学、情報科学、異分
野交流論、DIARE 教育院生 3 名による行動経済学、数学、
植物栄養学をテーマとした専門的研究の内容とその学際的
展開の可能性を高校生や大学学部生向けに平易に論じてい
ます。読者が様々な分野の考え方に触れることで、異分野
交流を始めるキッカケをつか
むことを狙いとしてまとめて
います。Vol.1のプロローグで
私が詳しく論じていますが、
異分野交流には少なくとも 3
つの意義があります。それは、
(A) 自分の研究課題の価値を
見極める、(B) 様々な思考方
法を取り入れる、(C) 社会全
体の中で研究という活動のあ
り方を考える、ということで
す。紹介されている 6 つの研
究には、これら 3 つの意義の
どれかが活きています。

Vol.2 は、FRIS 助 教 4 名 に
よる生物学、海洋学、考古学、
ナ ノ バ イ オ 工 学、DIARE 教
育院生 2 名による素粒子物理
学、化学のテーマの論考とそ
の学際的展開で構成されてい
ます。Vol.2 の趣旨は、異分
野交流のキッカケをつかんで
もらうことに加え、より具体
的に、学際的な広い視野が実
際の最先端の研究をどう進め
るかについて知ってもらうこ
とに重きを置いています。

上述したように、異分野交流は各研究者の活動や研究者
コミュニティと社会にとっての利益となりますが、その
先には「知の統合」というさらに大きな目標があると思
います。例えば医学は、人間を遺伝子や分子という物質
の集まりとする分子生物学的な見方、人間の状態を情報
として捉えて効率的な医療を目指す情報学的な見方、何
を病気とするか定義するのに必要な社会学的ならびに心
理学的な見方、そのほか医療倫理や医療制度の視点など、
実に様々な学問テーマを含んでいます。研究者はそれぞ
れのテーマを選んで研究に没頭しますが、それぞれのテ
ーマはやはり医学の一つの切り口でしかありません。よ
り良い医療を実践するには、すべての切り口で得た知見
や考え方を統合することが必要です。専門分化が進んだ
現代、このような統合の必要性はどんな学問にも当ては
まることでしょう。

これからの学問の担い手である若手研究者は特に、こ
の「知の統合」を意識して研究活動に励むことが必要だ
と思います。読者がそれを意識する第一歩に本書が役に
立てれば、それに勝る喜びはありません。ぜひ多くの人
に読んでほしいと思っています。

融合研究の主なコラボレーション活動

令和元年度　全領域合同研究交流会

学際高等研究教育院 博士研究教育院生
令和元年度後期 交流会運営委員
情報・システム領域 工学研究科  鈴木 朱羅

當真 賢二
（学際科学フロンティア研究所 准教授）

全領域合同研究交流会（以下、交流会）は、本組織で最も盛んに学際交流が行われる場です。学際高等研究教育院生と
学際科学フロンティア研究所教員がその専門を問わず一堂に会し、研究紹介や議論を行っています。平成26年度に始まり、
昨年度で6年目の開催を終えました。平成29年度より、研究教育院生の積極的な参加による交流会の活性化を図るため、
教員ではなく研究教育院生が主体となった運営体制へと移行しています。この紙面では、令和元年度の交流会の運営体制
と雰囲気、その今後について、私見を交えご報告させていただきます。

DIAREとFRISの若手研究者が共同制作した書籍『百科繚覧 〜若手研究者が挑む学際フロンティア〜』Vol.1が平成31
年1月11日に、Vol.2が令和2年1月31日に東北大学出版会から刊行されました。

『百科繚覧 〜若手研究者が挑む学際フロンティア〜』
Vol.1, Vol.2が出版されました。
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